
「みかけハこハゐが
　　　　とんだいゝ 人だ」
　　　　　　　 （全期）

「金魚づくし　ぼんぼん」
（後期5/10～6/5）《初公開》

○前期（４/１２～５/８）と後期（５/１０～６/５）
　で作品が入れ替わります。

「通俗水滸伝豪傑百八人之壹人
  短冥次郎阮小吾」（後期5/10～6/5）

MUSEUM TOPICSミュージアム トピックス

　歌川国芳（１７９７～１８６１）は、幕末に活

躍した浮世絵師です。『水滸伝』の英雄・豪

傑たちをダイナミックに描いた武者絵で脚光

を浴び、役者絵・美人画をはじめ、西洋画の

影響を受けた風景画やウィットとユーモアに

富んだ戯画など、さまざまな分野で個性的な

作品をのこしています。特に大判錦絵を３枚

つなげた大画面に描かれた迫力あるクジラ

や骸骨、無類のネコ好きとしても知られる国

芳が描くかわいらしいネコたちなど、熱心な

浮世絵ファンのみならず、若い世代や海外

の人々にも広く親しまれています。

　今年は、国芳の没後１５０年にあたります。

本展はこれを記念し開催されるもので、国芳

の代表作はもちろん、新発見の優品や初公

開の傑作を含む４００余点により、国芳の多

様な画業を振り返り、新たにその全貌を明ら

かにしようとするものです。史上最大級の規

模で開催されるこの機会に、ぜひとも国芳の

魅力に触れてみてください。奇想天外なアイ

デアやあふれる想像力で江戸時代の人 を々

楽しませた国芳は、きっと現代の私たちの目

も楽しませてくれることでしょう。

没後150年

大阪市立美術館

開催期間

●西国三十三所　アラカルト
●端午の節句　五月人形
●印籠と根付
●小さな工芸

同時開催
常設展

次回開催予定
特別展

会期中のイベント＜講演会＞

その他の展示

「国芳の遊び心」4月23日（土）

5月14日（土）「国芳の画想」

5月21日（土）「国芳と国貞・広重」

特別展

【講師】秋田達也（当館学芸員）

【講師】岩切友里子（浮世絵研究家／本展監修者）

【講師】浅野秀剛（大和文華館館長）

○時間／いずれも午後1時30分～3時
○会場／美術館1階講演会室
○定員／150人（当日午後1時から整理券を配布します。先着順）
※いずれも聴講は無料ですが、本展の観覧券が必要です。

平成23年

4月12日（火）
～6月5日（日）

「宮本武蔵の鯨退治」
（前期4/12～5/8）

4月12日（火）～6月5日（日）

開催期間

●第57回　全関西美術展

7月5日（火）～7月18日（月・祝）

美 術 館美 術 館 〒543-0063　大阪市天王寺区茶臼山町1-82（天王寺公園内）

http://www.osaka-art-museum.jpホームページ
06-6771-4874電話 06-6771-4856FAX

月曜（祝日の場合は翌日） ※5月2日は臨時開館休館日

9：30～17：00 ※入館は閉館の30分前まで開館時間

特別展「没後150年　歌川国芳展」観覧料
一般1,300（1,100）円、高大生900（700）円
※カッコ内は前売り・20名以上の団体料金
　中学生以下、障害者手帳等をお持ちの方、
　市内在住65歳以上の方は無料（要証明）

「常設展」観覧料
一般300円、高大生200円、中学生以下無料

料　金

■地下鉄・JR「天王寺」、近鉄「大阪阿部野橋」Osaka Municipal Museum of Art

INFORMATION
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